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育men!
台
湾
・
韓
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
情
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
育
メ
ン
」
と
か
、
男
女
共
同
参
画

社
会
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
も
、
女
性
も
ほ
と
ん
ど

働
い
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
男
性
は
普

通
、
家
事
な
ど
家
の
こ
と
を
い
と
も
当

た
り
前
に
、
す
る
。
比
例
選
挙
の
候
補

リ
ス
ト
で
は
、
必
ず
男
女
、
あ
る
い
は

女
男
、
と
交
互
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
よ

り
も
、
男
女
平
等
な
社
会
参
画
、
家
庭

の
協
力
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
の
根
底
は
、
実
は
、
言
葉
、
表
現

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

言
葉
が
先
か
、
事
象
が
先
か
。
事
象
も

あ
る
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
そ

の
事
象
が
更
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
、
と
思
う
。

　

私
は
以
前
、
何
も
考
え
ず
、
自
分
の

伴
侶
の
こ
と
を
人
に
話
す
と
き「
主
人
」

と
言
っ
て
い
た
。

専
業
主
婦
を
し
て
い
た
と
き
は
特
に
、

全
く
抵
抗
な
く
。

　

し
か
し
、「
主
人
」
と
い
う
言
葉
は
、

も
と
も
と
が
主
（
あ
る
じ
）
た
る
人
で

あ
り
、
夫
と
妻
の
対
等
な
関
係
を
表
し

て
い
な
い
。「
家
内
」
も
同
様
―
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
。
そ
れ
で
、

そ
う
だ
、
こ
れ
か
ら
は
「
主
人
」
と
言

わ
ず
、「
夫
」
と
言
お
う
と
決
め
た
の

は
ほ
ん
の
一
年
ば
か
り
前
。

　

鹿
児
島
の
私
の
友
人
た
ち
が
夫
の
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
言
う
か
と
い
う
と
、

「
パ
パ
」「
お
と
う
さ
ん
」「
だ
ん
な
」「
○

○
さ
ん
／
ち
ゃ
ん
（
名
前
）」
そ
し
て
、

少
数
派
が
主
人
、
夫
、
連
れ
合
い
。
こ

の
パ
パ
云
々
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
有

り
得
な
い
。
答
え
は
明
確
。
自
分
の
父

親
で
は
な
い
か
ら
、
と
。

　

父
親
と
い
う
家
庭
の
機
能
を
分
離

し
、
一
人
の
女
性
で
あ
る
私
の
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
伴
侶
、
を
夫
と

し
て
人
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に

は
、
常
に
、
個
人
と
し
て
の
自
分
を
意

識
し
た
い
。

　
「
夫
」「
妻
」
と
い
っ
た
、
中
立
的
な

言
い
方
は
ま
だ
広
ま
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
夫
婦
の
平
等
関
係
の
自

覚
は
ま
だ
ま
だ
な
の
で
は
な
い
か
。「
パ

パ
」
を
や
め
、「
主
人
」
を
や
め
て
、（「
マ

マ
」「
う
ち
ん
の
」「
あ
れ
」
も
や
め
て

欲
し
い
。）「
夫
」
と
自
然
に
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、「
夫
」
に
対
す
る

「
妻
」
と
し
て
の
自
覚
も
高
ま
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
で
も
、
第
一
声
は
、
何

か
、
ど
こ
か
、
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
…
。

い
や
、
相
手
が
い
な
い
場
所
で
使
え
ば

良
い
。

　

言
葉
は
習
慣
。
習
慣
は
人
を
作
る
。

思
い
切
っ
て
、「
夫
」「
妻
」
と
言
い
始

め
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
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コ
ラ
ム

妻
と
夫
、
夫
と
妻

　　　　ほとんどの女性が働きたいと　
　　　思っており、実際共働きが多いで
す。また男性はそのことにとても肯定的
です。
　同年代の男性に、共働きについてたず
ねたところ、「働きたいのは女性なのに、
なぜ僕にそんなことを聞くのか」と逆に
質問されました。個人の意思が尊重され
ることは当たり前、という意識があるよ
うです。

　　　　台湾は外食が多く、家でご飯を食べる習慣があまりない
　　　ようです。日本のように、毎日掃除をするという習慣もあ
まりないため、日本との単純な比較は難しいと思いました。
　けれども、お茶を入れるとか、洗濯物を干す・たたむ、という
作業は、父親が積極的にするそうです。
　私が台湾人の家に泊まりに行ったとき、お茶を入れて、ベッド
の準備をし、送迎してくれたのは父親でした。
　中には、父親は家事を全くしない、という家庭もありましたが、
日本ほど女性が家事をするのが当たり前という感覚はないようで
した。

　　　　女性が男性よりも強いような印象です。女性も男性と同
　　　じように意見を言い、それに対し、「女のくせに」という反
応が男性側からはないように思います。
　男性の育児休業については、聞いたことがない、と言っていま
したが、子育ては家族みんなの問題
だから、父親も、祖父母も、
みんなで育てようという
気風があるようでした。
　日本に似ている面も
あり、家庭によるところ
もありますが、性別役割
分担意識は、日本ほど
強くないと感じました。
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男女共同参画　in　台湾

特集

パートⅡ

イ ク
メ ン

働
き
方
で
違
い
は
あ
る
の
か
な
？
　

父
親
or 

男
性
の
家
事
に
対
す
る
関
わ
り
方
は
？

男
性
の
役
割
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
？
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